
　　　　　　　
１　目標
　　　地域の交通安全について関心をもって調べ、交通安全を意識した生活ができるようにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都教育委員会　安全教育プログラム　Ⅱ―１―①②③）
２　題材について
　本校は幹線道路に囲まれ、通学路に大きな交差点がある。一方、細い路地に商店や駐車している車も多くある。区内でも低学年の交通事故が頻発している。このような状況を踏まえて、低学年のうちに交通安全について学習することが必要であり、日常の生活の中で学習した交通安全の意識や知識を生かしていく児童を育てていく。低学年の発達段階に合わせて、焦点を地域の中でも特に危険な箇所にしぼり、「ヒヤッとスポット」と名付けて、その場所での安全な歩行の仕方について考えさせていくこととした。
３　主題に迫るための工夫

　・地域の道路を教材とし、身近に起こりうる交通事故について考えさせる。
　・校外でフィールドワークを行い、危険な箇所を実際に見て確かめる。
４　指導計画（８時間）

	時
	学習活動
	支援（○）　評価（■）

	１
	・道路における様々な危険や交通ルールや安全な歩行について理解する。
	○模擬体験を通じて、交通ルールを守ることが安全な登下校につながることを実感させる。

■道路における様々な危険について理解し、安全な歩行のために自身が気を付けることを具体的に記述している。

	２


	・自分たちの住んでいる地域における交通上危険な場所について冬休みのうちに各自で調べてきたことを地図で確認する。
	○見通しの悪い交差点、信号のない横断歩道、車通りの多い道路などの視点で調べたことを確認する。
■自分たちの住んでいる地域における交通上危険な場所について調べてきたことを地図に表している。

	３

	・第２時で確認した、交通上危険な場所についてのフィールドワークの計画を立てる。
	○フィールドワークで見に行く場所には、どんな危険なことが起こるかを予想させる。

■自分たちの住んでいる地域の、交通上危険な場所についてどんな危険なことが起こるか予想している。

	４
	・第３時で計画した、交通上危険な場所についてのフィールドワークを行う。
	○予想を基に現場へ行き、交通上の危険や、その危険が起こる原因について確認させる。
■自分たちの住んでいる地域の、交通上危険な場所について危険が起こる原因についてメモをとったり、写真を撮ったりして情報収集している。



	５
１組

３組

本時
	・フィールドワークを基に「ヒヤッとスポット」図を作成する。
	○写真や一言カードを使って、一目で分かりやすい図作りを目指すよう助言する。
■フィールドワークをもとに「ヒヤッとスポット」図を作る活動ができる。

	６
	・フィールドワークで分かったことや考えたことについての発表計画を立てる。
	○学校の他の学年の児童にも危険な理由や気を付けたいことが分かりやすい発表になるように計画させる。
■危険な理由や気を付けたいことが分かりやすい発表になるように計画している。

	７
	・グループごとに発表の練習をする。
	○伝えたいことが分かりやすく伝わるよう、発表の構成や小道具の準備等工夫させる。
■伝えたいことが分かりやすく伝わるよう発表の工夫をしている。

	８
２組

本時
	・「ヒヤッとスポット」発表を行う。
・発表から、自分の道の歩き方を振り返る。
	○発表を聞いて、自分の歩き方を振り返り、気を付けなくてはいけない歩行の仕方について考えさせる。
■地域の交通上危険な場所が分かり、安全な歩行の仕方について考えている。


５　本時の展開　１組，３組（４／８時）
（１）ねらい

フィールドワークで収集してきた情報をもとに「ヒヤッとスポット」図を作る。
（２）指導の実際

	学習活動（予想される児童の反応※）
	留意点（・）支援（○）評価（■）

	１　本時の学習のねらいを確認する。 

　
２　グループごとに「ヒヤッとスポット」図を作る。

　　（１）危ない場所の一言カードを書く。
　　（２）「ヒヤッとスポット」がどこにあったか地図上で場所を確認する。
　　（３）交通上の危険をなくすための工夫があった場所を確認する。
　　※この道は、車がいっぱい通るよ。

　　※ここは、よく車が止めてあって見えにくいよ。　
３．本時の学習の振り返りをする。　　　　　　　　　


	○フィールドワークで集めた資料を使うことを確認する。
○フィールドワークで撮った写真・説明カード・シールを用意しておく。

・全員が交通安全の意識をもって活動するように助言する。
■フィールドワークをもとにヒヤッとスポット図を作る活動ができる。
（ワークシート）


５　本時の展開　２組（８／８）時
（１）ねらい

「ヒヤッとスポット」の危険が予想される場面について発表し合い、安全な歩行の仕方を確認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（２）指導の実際　（大島１丁目、２丁目を２つずつに分ける。全８グループ）

	学習活動（予想される児童の反応※）
	留意点（・）支援（〇）評価（■）

	１　本時の学習のねらいを確認する。

２　調べたことをわかりやすく伝える方法を考える。

　※発表している場所を棒で指そう。

　※大きな声で発表しよう。

　

３　グループごとに「ヒヤッとスポット」の発表をする。

４　全員で地域の交通上危険な場所について気を付けなければならないことを確認する。
５　交通安全の学習の振り返りをし、今後に生かせるようにする。

　※車がたくさん通る道での歩き方が分かった。

　※周りをよく見て歩く。
	・これまでの学習をふり返り、学習への意欲をもたせる。
〇実際に歩いて気付いたことや、登下校のときに気付いたことを踏まえて発表ができるようにする。
・グループで考えさせる。

・グループごとに作成した「ヒヤッとスポット」図を掲示する。

・学区域拡大地図上で、自分たちが発表する「ヒヤッとスポット」の場所を示す。

・他のグループの発表を聞き、自分たちが調べた「ヒヤッとスポット」以外での危険な場所と予想される危険を知る。

・前半と後半に発表グループを分ける。
・特に注意が必要な大きな横断歩道や、車通りが多い道路についてもう一度確認し、安全な歩行の仕方について確認する。

・地域の中で、とくに気を付けなければならない箇所を全員で確認する。

■地域の交通上危険な場所が分かり、安全な歩行の仕方について考えている。

　　　　　　　　　　　　（ワークシート・発表）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第２学年　学級活動（交通安全）　　　場所　２－１，２－２，２－３教室


　学校の周りの「ヒヤッとスポット」を調べよう　　　　　　　


１組　指導者　滝沢　珠江　　２組　指導者　松田　夏美・丹治  温子　　３組　指導者　品川　直貴





　　








ヒヤッとスポット図を作り、きけんなばしょについて考えよう。








「ヒヤッとスポット」のはっぴょうをして、あんぜんなあるきかたを考えよう。








